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情報 シ ステ ム とマ ネ ジメ ン ト

山 田 一 生
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現 代 の 経 営 は,激 動 す る環 境 の 中 で,絶 え ず そ の 環 境 の 変 化 に 適 応 す る た

め の 経 営 革 新 を 遂 行 せ ざ る を え な い 情 況 に お か れ て い る。 マ ネ ジ メ ン トの 理

論 は,こ の よ うな 経 営 の 現 実 問 題 を 意 識 しつ つ,個 有 の 問 題 を 設 定 し,究 明

し,体 系 化 を は か っ て き た の で あ る 。 しか る に,H・ ク ー ソ ツ の マ ネ ジ メ ソ

ト ・セ オ リ ー ・ジ ャ ン グ ル 論 に 象 徴 され る よ うに,マ ネ ジ メ ン トへ の ア プ ロ

ー チ は 多 様 で あ る
。

H・ ク ー ソ ツ の 主 張 す る"ManagementTheoryJungle"と は,現 代 ア

メ リ カ の 経 営 学 の 潮 流 に つ い て,マ ネ ジ メ ソ ト 概 念 を め ぐ っ て 六 学 派 が あ

る と い うの で あ る。 す な わ ち,管 理 過 程 学 派(TheManagementProcess

School),経 験 学 派(TheEmpiricalSchool),人 間 行 動 派(T恥Human

BehaviorSchool),社 会 シ ス テ ム 学 派(TheSocialSystemSchool),意 思

決 定 論 学 派(TheDecisionTheorySchoo1),数 理 学 派(TheMathematical
くり

School)と い う六 学 派 で あ る。

H・ ク ーン ツ 自身 は,管 理 過 程 学 派 に 属 し,マ ネジ メン トへ の新 しい ア プ

ローチ と して,他 の五 つ の学 派 を数 えな が らも,伝 統 論 の立 場 か らす る正統

派 と して,管 理 過 程 学派 を強 調 して い る。 す なわち,他 の五 つ の学 派 は,そ

れ ぞれ に有 効 な概 念 あ るい は 用具 をマネジ メン ト論 に もた らした点を認めな

が らも,そ れ 自体 を と りあげ て独 立 した 学派 とす るには,充 分 な論 拠 が あ る

とは言 え な い とい うのが,H・ クp-一・ン ツの 主 張 で あ る。

(1)T。w・ ・d・U・ifi・dTh…y・fManag・m・nt,・dit・dbYH…1dK…t・,

1964.参 照.
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H。A・ サ イ モ ン は,こ れ に対 して ま った く反 対 の立 場か ら,H・ ク ーン

ッの い う"ManagementTheoryJungle"に つ い て,極 め て否 定 的 な主 張

を して い る。H・A・ サ イ モ ンに よれば,こ れ ら 六 つ の 学派 が あ る とす れ

ば,そ れ は,研 究 者 そ れ ぞ れ の 主 体 的 立場 か らす る 学問的分業 の 結果 であ

り,現 実 の マ ネ ジ メソ トは,そ れ ぞれ の多 様 化 した ア プ ローチを,き わ め て

interdisciplinaryに 要 求す る もので あ る とい うの で ある。

H・ クー ン ツの説 に よれ ば,H・A・ サ イ モ ンは社 会 シス テ ム学 派 に 位置

づけ られ てい るが,サ イ モ ン 自身 の業 績 と して も,そ の研 究 分 野 は,数 学,

論 理 学,哲 学 か ら,心 理 学,社 会 学,経 済 学,政 治学 に及 ぶ まで 拡 大 され て

い る ので あ り,必 ず しも一 学 派 の範 疇 に と ど ま るものではない。H・A・ サ

イ モ ンの 研 究 方法 の特 徴 を,こ の よ うな イ ン タ ーデ ィス プ リナ リー ・アプ ロ

ーチと して捉え ることは ,彼 の研 究 テ ーマ が た えず 変 遷 した ことを意味す る

のでは なし・。 む しろ彼 の研究 テーマは,終 始 一 貫 して 「組 織 内に お け る人間

の意思決定や問題解決」 にあった のであ り,そ の研 究 途 上 に お い て,他 の社

会 科 学 領域 に お け る新 しい成果を プ ラグマテ ィッシ ュに取 り入れて きたので

ある。

H・A・ サ イ モ ン の め ざす イ ン タ ーデ ィスプ リナ リー ・ア プローチ こそ

が,今 日"SystemsApproach"と して と らえ られ る接 近 法 な の で あ り,こ

れ らの諸 学 派 の もつ ア プ ロー チ の 多様性 を,対 立概 念 と して 放 置 す る こと

な く,そ の統 合 化 を め ざ して展 開 され た のが,Managementへ のSystems

Approachの 適 用 で あ ろ う。

今 日の複雑 な 企業 組織 におけ る経営者 の機能 は,各 種 の オペ レーシ コナ ル

な単 位 の活動 を調整 し,企 業 全 体 の 目標 を環 境 の 変化 に 照 らして最適化す る

ことで あるか ら して,企 業 を,さ まざ まの サ ブシ ス テ ムか ら構 成 され る一つ

の トータル ・システ ムと して把握す るとい うシステ ムズ ・アプ ローチが採 用

され うるのであ る。 ここに,現 代 的 な組 織 理 論 は,経 営 諸科 学 や 行動 諸科 学

の影 響 に よって,組 織 化 の機 能 に シ ステ ム ズ ・ア プローチを採用す るのであ

り,こ れ に よってManagementも 従来 の機 能 とは 異 な る新 しい役 割が期待

、
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され る よ うになったのであ る。

ところで,マ ネ ジ メン トへ の シ ス テ ム ズ ・ア プ ローチ の適用について論述

す るまえに,現 代組 織 理 論 と一 般 シ ステ ム理 論 との関連につ いて若干考察 し

てお くべ きであ ろ う。

一般 システ ム理論 は ,経 験 的 世 界 の一 般的 関 係 を記 述 す るための体系的,

理 論 的 な枠 組 み を展 開す る ことを 目的 と し,一 般 シ ステ ム理 論 を必 要 とす る

最 も重要 な指摘 と して一つには,種 々な学 問 分 野 の コ ミュニ ケ ーシ コンの問

題があ る。一般 システ ム理論は,科 学 者 全 体 に 専 門 化 された 活 動 を遂行す る
く　　

ために役 立つ枠組みを提供す るものである。

一 般 システム理論 の 重要 な側面 は ,閉 シ ス テ ム(closedsystem)と 開 シ

ス テ ム(opensystem)と の間 の差 異 で あ るが,開 シス テ ムの例 は,生 命 の

あ る有 機 体(organism)で あ って,有 機 体 は そ の環 境か ら影 響 を 受 け,か つ
(3)

環境に影響を与え,そ して,こ の環境における動的均衡の状態に到達す る。

システムについてのこのような記述は,現 実の企業の経営組織に対 して,十

分に適合するのであ り,従 来のOrganizationと しての経営組織の静態的捉

え方に くらべて,き わめて動態的な把握を可能にす るのである。

伝統的な組織理論は,一 般的に,組 織の部分と部門とを強調 し,業 務つま

りオペ レーシ ョナルな単位に,活 動を分離することに関する'ものであり,い

わば組織を合理的アプローチの立場か らながめるものであった。つまり,伝

統的な理論は,活 動の相互関係あるいは統合とい う問題に対 してあまり重点

をおいていなかったのである。 ここに,組 織を研究す る最 も有効な方法は,

組織をシステムであるとみなす ことであるとい う見解が,き わめて現代的な
(4)

考え方 となるのであ る。

この よ うに して,現 代 の組 織 理 論 は,そ れ が 進 化 す るにつ れ て,必 然 的

(2)R.A.Johnson,EE.Kast,J.ERosenzwej9,TheTheoryandManage-

mentofSystems,2nded.,1967・p・6～10・(横 山 保 監 訳 「経 営 シ ス テ ム の 理 論

と マ ネ ジ メ ソ ト(1)」8頁 ～13頁.)

(3)R.A・Johnson,F.E,Kast,J・ERosenzweig,ibid.,P.11.(同 邦 訳14頁.)

(4)R・A・Johnson,F・EKast,J・E・Rosenzweig,ibid・,P63・(同 邦 訳69頁 ～

70頁.)
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(5)

に,一 般 シス テ ム理 論 の概 念 に 併 合 され るのであ り,現 代 の企 業 組 織 は,シ

ステ ム ズ ・ア プ ローチ に よって,「 マ ネ ジ メン ト・シス テ ム」 と して 動態的

に捉 え られ るよ うになってきたのであ る。

マネジ メン トの統一概念を求め ることは,す で に 指摘 した よ うに,そ れ ぞ

れ の学 者 が,管 理 過 程 学 派,経 験学 派,人 間 行動 学 派,・社 会 シス テ ム学 派,

意 思 決 定 論 学 派,数 理 学 派 とい う各 々の 立場 に よって論議す るため,言 わば

「意味 論 の ジ ャン グル」 の 中に迷 い こんで しまって,真 の 結論 に は 達 しえ な

　

か っ た の で あ る。

しか しな が ら,マ ネ ジ メ ソ トの 機 能 に つ い て は,一 般 に,計 画(planning),

組 織(organizing),統 制(controlling)と い う三 つ に 要 約 して 論 述 す る 傾 向

が み られ る の で,こ こで も そ れ に した が っ て す す め て み よ う。 す な わ ち,一

般 に マ ネ ジ メ ン トの 活 動 は,Plan-Do-SeeのManagementCycleで 説 明 さ

れ る の で あ る が,マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ クル は,一 つ の サ イ クル で 終 る の で は

な く,継 続 的 な 活 動 過 程 と して 循 環 す る と こ ろ に 特 徴 が あ る 。 い ま,マ ネ ジ

メ ン ト ・サ イ クル を,現 実 の 静 止 す る こ と を し らな い 経 営 体 に そ く して な が

め て み る と,次 図 の よ うに な る。

Plan-Plan(Plan

l、rXi, r、
S・V・D・S㏄)DoSe紀 ノ

このような動態的なマネジメン ト活動は,企 業の内外環境のめざましい変

化に ともな う組織の大規模化,複 雑化によって,ま す ます高度なマネジメン

ト機能を要求するようになる。 したがって,従 来のようにマネジメン トの基

本的機能 として,計 画,組 織,統 制について個々ば らば らに とりあげるだけ

ではな く,そ れぞれの機能の相互間に,有 機的な関係枠を設定する必要がで

(5)R.A.Johnson,F.E.Kast,J.E.Rosenzweig,ibid.,P.69.(同 邦 訳76頁.)

(6)HaroldKoontz,op.cit.1964・ 参 照.



情報 システ ムとマネ ジメン ト 23

て くるのである。 このことは,基 本的なマネジメン ト機能である,計 画,組

織,統 制についての,統 合化を示唆するものである。

現代的企業におけるマネジメン トの最大の職能は,企 業内の種 々異なった

機能を総合化,統 一化することであり,さ らに企業外の環境の変化に対 して

適応化,調 整化をはかることである。

企業組織は,そ の環境一一一顧客,競 争者,労 働組合,供 給者,政 府および

その他の多 くの機関 と動的な相互作用を営む人為的システムであ り,さ

らに,企 業組織は,組 織 と,個 々の関係者双方の多 くの目標を達成す るため
(7)

に,協 力 的 に 作 用す る相 互関 係 部 分 か らな る一つ の システムであ る。'

ここで,マ ネ ジ メン トの責 任 は,広 義 に 解釈 す る と 「共通 の 目標 へ向 って

グル ープを指導 してい くことと,そ の コン トロール に あ た る こ と」 であ る。

マネジ メン トの対 象であ る企業組織 に対 して,シ ス テ ム ズ ・ア プ ローチ が 適

用 され ることに よって,マ ネジ メ ン ト自体 も,そ の影 響 を強 く受 け る こ とに

な るの である。す なわち,基 本 的 な マ ネ ジ メン ト機 能 で あ る計画,組 織,統

制 に つ い て の,機 能 的 統 合 を 可能 にす る もの こそ,シ ス テ ムズ ・ア プ ローチ

そ の もの なので ある。

今 日マネジ メン トが直面す る最大 の問題は,統 合 的 マ ネ ジ メン トの開発 で

あ り,そ のた め に,簡 潔 で有 効 な情 報 を提 供 す る情 報 システ ムの開発が要請

されてい る。簡潔で有効なマ ネジ メソ ト情報 の開発は,マ ネ ジ メン トの各 階

層 に と って も重要な課題であ り,統 合 的 情 報 シ ス テ ムは,各 階 層 に 適 切 な管

理 情 報 を 提供 す るものでなければ な らない。

マネジメン トに システムズ ・アプ ローチを適用す ることは,情 報 シ ス テ ム

に よっ て マ ネ ジ メソ ト論 を 展 開す ることと 同義 となるのであ り,よ り具 体

的 に は,情 報 シ ステ ムの 機溝 の 中に マ ネ ジ メン ト機能 を 組み込 む ことを意

味 している。 この点については,す でに 多 くの 論者 に よっ て,Management

InformationSystemsと して論 議 され て きた ので あ るが,こ れ らの研 究 は い

まだ に 「管理 情 報 システム」が現代経営学におけ る一つ の研究方 向を示 唆す

(7)RA・Johnson,EEKast,JE・Rosenzwelg,oP・cit.P11・(同 邦訳14頁,)
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る指導理念 である ことを暗示す るにす ぎない。

本稿では,い ま まで に 検 討 して きた よ うな 観点か ら,Managementへ の

SystemsApproachの 適用 と して,情 報 シ ス テ ムの機 構 の中 に マ ネジ メン ト

機能 を組み込むための,概 念 的 枠 組 み に つ い て考 察 す る とともに,よ り具 体

的 なMIS研 究 へ の 手 がか りを 摸 索 す る こ とを意図す るものである。

皿

'管 理 情報 シ ステ ム(MIS)と は
,そ の言 葉 の通 り理 解 す れ ば,マ ネ ジ メ

ソ トの た め の イ ン フ ォメ ーシ ョソ ・システム とい うことになる。そ こで まず

第一一に,マ ネジ メン トとは何 か とい うこ どか ら検討 しなければ な らないので

あ るが,す でに 前 節 で 指 摘 した よ うに,マ ネ ジ メ ン トの統 一 概 念 を 求 め るこ

とは,き わ め て 困難 で あ る。 激 動す る経営環 境の変化 を考慮すれば,む しろ

定 義 しな い ま まの方 が よ り適切 となるか も知れない。それ ほ どに,経 営 革 新

の テ ン ポ は加 速 度 的 で あ る。

ManagementInformationSystemsに つ い て,一 番 最 初 に 体系 的 著書 を

表 わ したJ・D・ ギ ャラ ガ ー・一・-b氏の定 義 の中 で も,マ ネ ジ メン トに つ い て 明確

な表 現 はみ られないが,「 経 営 管理 の た め の 計 画 と統 制 に必要 な情報」 を提

供す る ものがMISで あ る と述べ て い る。 さ らに,『 経 営 情 報 シス テ ムはそ

の基 本的 目的 と してつ ぎの よ うな統合 された報 告制度 を もっている。す なわ

ち,(1)そ れ は経 営 の計 画 と統 制 の過程 を容 易に し,(2)ど の企 業 に と っ て も

(8)

確 立 され た 法 的 お よ び 政 治 的 報 告 書 作 製 の 必 要 性 を 満 た す 』 と して,MIS

の 基 本 目的 を 挙 げ て い る。 す な わ ち,マ ネ ジ メ ン ト ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・

シ ス テ ム に お け る マ ネ ジ メ ン トは,手 段 と して の 情 報 シ ス テ ム を 設 計 す る場

合,そ れ が 奉 仕 す べ き基 本 目的 と して 捉 え られ る 。 い い か え れ ば,MISに

お け る マ ネ ジ メ ン トと は,経 営 管 理 の 実 態 そ の も の を さす もの と して 理 解 す

(8)JamesD・Gallagher,ManagementInformationsystemsandthecompu-

ter,196L(岸 本英八 郎訳 「MISマ ネ ジメン ト・イ ソフ ォメー シ ョン ・システ

ム」1頁 。)
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べ きであろ う。

今 まで のMISに つ い て の 諸論 を 概 括 す れ ば,マ ネジ メソ トとは,経 営

管 理 の プ ロセ スで あ り,経 営 管理 の各 階 層 の意 思 決定 を たす けるための情報

システムがMISと い うこ とに な る。

現 実 の企 業経 営 は,ト ップマ ネジ メ ン トか らロワ ーに到 る まで意思決定 の

積み重ね と考 え られ ているのであ り,種 々の不 確 実性 の も とで 意 思決 定 をす

るのであ るか ら,経 営 管理 者 の役 割 は重 要 で あ る とともに,情 報 シ ステ ムは

経 営 管理 者 の 意 思決定 を助け るもの と して必要であ り,ζ の意 思 決 定 の た め

の情 報 を 組織 的 にかつ ダイナ ミックに把握 しようとす るところに情報 システ

ム開発の 目的がある。

以上 に よって明 らかな よ うに,ManagementInformationSystemsと は,

マ ネ ジ メン トに役 立つ 情 報 シ ス テムと して考察 され るべ きなのである。 した

が って,そ こで はManagementNeedsが 何 で あ るか に よ って,発 揮 され る

べ き マ ネ ジ メン トの機 能 を 最大限に 効果的な らしめ る 情報 システ ムの設計

は,ど の よ うに な され るべ きか とい う観点が必須の条件 とな る。

筆者は,管 理 情 報 シ ス テ ム とは,諸 経 営 技 術 の発展 を背 景 と して,企 業 経

営 に お け る諸経 営 活 動 を 全体 と して体系的に設 計 し,計 画 し,組 織 化 し,意

思伝 達 し,そ れ を統 制 す るた め に促 進 機 能 す るものであ り,言 わ ば 合理 的 活

動 を 促進 す るた め の 管理 知性 と しての 情報 の体系化をなす システ ムと 考 え

ニ

る。ず なわち,管 理 情報 シス テ ム(MIS)と は,具 体 的 に は,自 動 化 され

　

たデ ータ ・プ ロセシングと自動化 された情報 検索 システム とを結合 した情報

処理過程 と,programmedな 意 思 決 定 過程 とを 統 合 した シ ス テムと して確

立 され,nonprogrammedな 意 思 決 定 過 程 に つ い て も 絶 えずprogrammed

な領 域 を拡 大 す べ く機 能す る もの である。 そ してオペ レーシ ョナルなMIS

領域 に お け る機 能 も重要 で あ るが,も う一 方 に お い て,各 経 営 管 理 者 の階 層

へ の 適 正 な る情報 の配分 と,「 管 理 情 報 セ ン タ ー」 を通 じて の ゼネラル ・ス

タ ッフと しての機能 とにおいて,「 現 代 的 事務 管 理 機 能 」 を発 揮 す る システ
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くの

ムと して,MISに つ い て の考 察 を 今 まで に もす す めて きたのである。

ここで,情 報 シス テ ム は,経 営 管 理 の た め に,計 画 や統 制に 必 要 とす る

「情 報 」 を提供す る機能 と,そ れ らの管 理 情 報 を 低 コス トで 生産す る機能 と

を果たす ものであ り,こ れ ら二 つ の 機能 は,現 代 的 事務 管 理 の機 能 と して 位

置 づ け られ るのであ り,低 次 の デ ータ ・プ ロセ シ ソ グか ら最高度 の経営意思

決定に いた るまで,MISは 機 能 す る もの な ので あ るか ら して,管 理 情 報 シ

ス テ ム と よば れ るの で ある。 現代的 事務管理 は,事 務(一 情報)機 能 の経 営

管 理 また は経 営 事 務 管 理 と考 え られ るのであ り,MISは 現代 的 事 務 管 理 機

能 をは た す シス テ ムと して捉 え られ るのである。

事務管理の 現代的 目的 の中心は,「 適切 な情 報 の収 集,処 理,提 供 」 で あ

る。 と ころが,経 営 管 理 の面 か らは,管 理 費 用 の節 減,有 効 な情報 や意 思 決

定 資 料 の提供 な どが要求 され る。 したが って,事 務 管 理 は,経 営 管 理 と密 接

不 可 分 の関係 に あ り,マ ネ ジ メン ト構 造 の面 か ら,経 営 管理 の援 助 手 段 と し

て考 察 され るべ きである。なぜ な らば,事 務 管 理 機 能 は,経 営 活 動 の 目的 管

理 で は な く,あ くまで も,補 助管 理 で あ るので,経 営 管 理 に た いす る貢 献 の

度 合 いに よってその重要性,意 義 が 決 ま るか らで あ る。 した が って,企 業 体

制 の発 展 に と もな うマ ネ ジ メン ト・システ ムの発展 との関連 で,事 務 管 理 機

能 も発 展 す るの で あ る。

管 理情報 システムを論ず るためには,ま ず 事 務 の機械 化 に と もな う事 務作

業 その ものの解 明 と,事 務 シ ステ ムの 検討,お よび管 理活 動 に おけ る情 報 処

理 の 機械 化に ともな う管理活 動のル ーチソ化,自 動 化 傾 向 を 把 握す る こ とか

らは じめなければ な らない。 事務 システ ムは情報 の処理 システ ムと して捉え

られたのであ り,こ の 事 務 シス テ ム は マ ネ ジ メン ト・システム(manage-

mentsystem)と オ ペ レ ーシ ョン ・シス テ ム(operationsystem)と に 開 連

す るの だ が,諸 経 営 技 術 の発 展 に よ って,特 に マ ネ ジ メン ト・シス テ ムへ の

影 響 は,「 管 理 の 自動 化 」 と して 著 しい もめがあ った。「管 理のル ーチン化」

(9)山 田一生,「 経営に おけ る 管理情報 シス テム の 研究」(中 央大学 商学 論纂第11

巻 第2号).「 経営 におけ る管理情報 シス テムの地 位」(中 央大学 商学 論纂第11巻

第3号).「 管理情報 システ ム講 劃(1971.池 上書 店),参 照.
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か ら 「管理 の 自動化」へ と進展す る変革は,コ ソ ピ ュ ータの発 達 に と もな う

デ ータ処理機能 の発展が情報処理 システ ムの高度化 を もた ら し,次 第 に 管理

情 報 シス テ ムへ の ア プ ローチ と して認識 されて きたのであ る。

しか しなが ら,人 間 の思 考 過程 の ル ーチ ン化 は,現 実 に お い て 限 界 が あ

り,マ ネジ メン ト ・シ ステ ムの機 械 化は,シ ステ ム全 体 と して の機 構 化 を は

か りなが らも,な お完 全 な オ ー トメ ーシ ョン化 をはた しえないために,経 営

活 動 を 管理 す るた め の情報 を体系的 に提供す る管理 情報 システ ムのオ ー トメ

ーシ ョン化,そ の処理 機構 の 高度 化 と して 検 討 され ざるを得ないのである。

それゆえに 筆者は,マ ネ ジ メン トと 情 報 シ ス テ ム,意 思 決 定 過程 の分 析

を経 て,マ ネ ジ メ
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け て理解 され るのであ る。

第一の部面 は,意 思 決 定 を 必 要 とす る 諸条 件 のため の 環 境の調査で ある

が,こ の段 階 につ い てサ イ モ ソは,ア テ ン シ コン(attention)の 段階 す な わ

ち,何 につ い て決 定 を 迫 られ て い る のか とい う,決 定 の必 要 を 決 め るた め の

過 程 と も説 明 している。

第二の部面は,可 能 な 行動 の諸 過 程 の発 明,開 発,分 析 をす る段階 す なわ

ち,決 定 す べ き ことが 明 らか に な らた後で,そ れ に と もな う行動 計 画 を 開 発

設 計す る段階で ある。

第三 の部面は,有 効 な行 動 の 諸 過程 の 中か ら一 つの行動過程 を選択す るこ

とである。一般的に言 って,情 報活 動 は設 計 活 動 に 先行 し,設 計 活 動 は選 択

活 動 に先 行 す る ものであるが,そ れ ぞれ の部 面 は,こ の順 序 よ り もは る か に

複 雑 で あ って,個 々の意 思 決 定 が 行 な われ る場 合,各 部 面 そ の もの も複 雑 な

意 思 決 定 の過程 である。

H・A・ サ イ モ ン は,意 思 決 定(decisionmaking)を 経 営(managing)

と同 義語 に取 り扱 うとい う立場 に あることか らして,意 思決 定 過程 とマ ネ ジ

メン ト活 動 との一体化を どの よ うに捉え るべ きかが,こ れ に つ い て の ネ ヅ ト

ワ ー クを考 察す る上で,重 要 な ポ イ ソ トで あ る。

また,マ ネ ジ メン ト活動 に つ い て も,す で に 前 節 で 指摘 した よ うに,動

態的 な マ ネジ メ ン ト・サ イ クル と して 捉 える と同時に,TopManagement,

MiddleManagement,LowerManagementと い う各 階 層 ごとに,意 思 決 定

過 程 との連 結 を は か る必 要があ る。 この連結 のための関係枠 となるのが情報

システムであ り,情 報 処理 機構 との 有機 的 関 連 性 を確立す ることが急務 とな

るのであ る。

MISの 中 心 的 課 題 は,一 一般 にStrategicPlanningとManagement

ControlとOperationalControlとL・ う三 つ の機 能 へ の情 報 処 理 機構 と して

の役 割をはたす ことにある と考 え られ るが,そ れ ぞれ の要 求 に応 じた情 報 を

処 理 し,提 供 す るた め に は,そ の関 連性 を捉 え て説 明す る必 要 があ り,そ こ

に フ ィー ドバ ックの概 念 が導 入 され るのである。
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フ ィー ドバ ックの概念は,ダ イナ ミックに活 動 す る マ ネジ メン ト・システ

ムにおけ る コン トロール ・メカニズムを説 明す るために,き わ め て有 効 な用

具 であ り,管 理 情報 シス テ ム の設 計 の た めに も必須 のものである。

ところで,管 理 情 報 シ ス テ ムにつ い て の基 本的 ネ ッ トワークを,上 述 の よ

うに 概 念 的 に と らえ るだ けではな く,情 報 シ ス テ ム の 実 現性 に 視 点 を おい

て,よ り具体 的 に展 開 させ るた め に は,す で に 指 摘 した よ うに,情 報 シス テ

ム の機構 の 中に マ ネ ジ メソ ト機能 を 組み込む とい う基礎的作業 が 必要 であ

る。 そのためには,さ らに 詳 細 な 検 討 をつ づ け なけ れば な らないのである

が,そ の概 念 的 枠 組 み につ い て は次 節で乏 りあげる ことに しよ う。

皿

情報 システ ムとは,意 思 決 定 者 に 対 して,情 報 の流 れ を提 供 す るた め に 開

発 された,種 々の構 成 要 素 か らな る ネ ッ トワークである。その構成要素 と し

ては,処 理 手順(procedure),設 備(equipment),情 報,情 報 の編 成 ・評 価
(10)

の方法,情 報を活用する人々,な らびに情報管理などがあげ られる。

情報システムを構成するために,最 も多 く活用されているのが,コ ンピュ

ー タ ・システ ムであ り,今 日的 に は情 報 シ ステ ムの こ とを,コ ソ ピ ュー タ ・

シ ス テ ムの別 称 の よ うに考 える傾 向 も,多 くの論者 に よ って 明 らか に な って

きてい る。

それゆえに,情 報 シ ス テ ムの 具 体 的設 計 をす すめ る 場 合におけ る 基本的

ネ ヅ トワークにつ いて も,コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムの構 成 に準拠 して捉 えて

お くことが,き わ め て 有 効 とな る ので あ る。

情 報 システムにつ いての基本的 ネ ッ トワークは,コ ン ピ ュー タに よる デ ー
(11)

タ ・プロセ ッシングとの対応におい て,次 図 の よ うに 捉 え る こ とが で き る。

この図は,情 報 シス テ ムの 基 本 的構 成 に つ いて,コ ン ピ ュー タの基 本構 成

で あ る,入 力装 置,中 央 処 理 装置(制 御 装 置,記 憶 装置,演 算 装置),出 力

00JoelERoss・ManagementbyInformationsystem,1970・P・lo6・

⑪JoelE・Ross,ibid・,P・133,・
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命令 ・処理手順

↓

デ ー タ ・イ ン プ ツ トー → デ ー タ ・プ ロセ ッ シ ン グ 一 → レポ ー ト ・ア ウ トプ ッ ト

↑

ー
1Ψ

記録 ・フアイル

装置 に対応す る ことに よって描かれ た ものであ る。 しか し,実 際 に 要 求 され

る情 報 シ ステ ムは,こ れ ほ ど単 純 な もの で は な く,そ の情 報 要 求 の レベ ル が

高 け れ ば 高いほ ど,よ り複 雑 な ネ ッ トワ ー ク とな る。

情報 システ ムは,組 織(organization)に シス テ ム概 念 を適 用 して,そ の

構 造 を説 明 しよ うとす る 場 合 に 不可欠 な ネ ッ トワーク手法であ る。 す なわ

ち,シ ス テ ム概 念 の もとで は,組 織 は,個 人,イ ソ フ ォー マル な作 業 グル ー

プ,フ ォーマ ル な構 造,お よび,最 後 に は,組 織 に 直接 に影 響 を与 え る環 境

の システ ムな どをふ くむ一連 の部分 とみ な され る。 そ こで,シ ス テ ム概 念 の

も とで は,こ れ らの種 々の サ ブシ ス テ ムを 互 いに関連 させ,か つ,調 整 す る

た め の手 段 が 考 察 され な ければ な らない。 これ らの部分は,あ らゆ る組 織 に

存 在 す る,情 報 と コ ミニ ュケ ーシ ョン の ネ ッ トワーク,意 思 決 定 の シ ス テ

ム,お よび,組 み込 まれ た 均 衡 の メ カニ ズ ムの よ うな各種 の過程を通 じて統
(12)

合 され るのであ る。

組織 に システム概念 を 適用す る ことに よって 捉 え られ る 組織 システム

(organizationalsystem)は,個 人,フ ォーマル 組 織,イ ン フ ォーマル 組 織,

地 位 や 役 割 のパ タ ー ン,物 的 設 備 な どか ら構 成 され る諸 々の活動 プ ロセ スの

統合 と考 え られ るので あ り,こ れ らの 構 成 要 素 を 統 合 す る プ ロセスは,(1)

コ ミニ ュケ ーシ ョン,(2)パ ラソ ス(balance),(3)意 思 決 定 の 三つ で あ る と
(13)

J・E・ ロス は 説 明 して い る。

⑫RA・Johnson,F・E・Kast,JE・Rosenzweig,oP・cit.,P・69・(同 邦 訳76頁.)

参 照.

⑬JoelE.Ross,oP.cit.,P。65～P.68・ 参 照.・
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情報 システムは,こ の三 つ の プ ロセス の 中 で,コ ミニ ュケ ー シ ョソ ・プ ロ

セ ス の枠 内に位置 づけ られ るシステムであ るが,他 の二 つ の プ ロセ ス と も密

切 不 可 分 な関係 にあ るので,そ の意 味 で は,こ れ ら三つ の プ ロセス を統 合 し

て理 解す る場合におけ る ネ ッ トワークと して も 重要 であ る。 ここで バ ラソ

ス ・プ ロセスとは,恒 常 シ ス テ ムの よ うに,均 衡 を保 持す る メ カ ニズ ムを も

つ プ ロセスと して,シ ス テ ムに は必 ず 要 求 され る機 能であ る。

より複雑化 した情報 システムを取 り扱 うために用い られ るのが,フ ィー ド

バ ヅ〆クの概 念 で あ り,フ ィー ドバ ックの概 念 を適 確 に説 明す るために,「 シ

ス テ ム概 念 」 につ い て検 討 してお こ う。

S・L・ オ プ トナ ーに よれば,『 シ ス テ ム とρま,目 的 達 成 のた めに 機 能 的
(14)

かつ 操作的 に 結合 され ている 一組 の エ レメン トの活動過程』であ る。 また

A・M・ マ グ ドノゥに よれば,『 シ ス テ ム とは,一 つ の 目的,あ る いは 一 組

の 目的 を達 成 す るた めの手段 であ る。 したが って,シ ス テ ムはつ ぎの二 つ の

条 件 を満 た さなければ充分 とはいえない。 ① 期 待 され ている特定の 目的 の
(15)

達成。 ② その過程 で使用 され る特定 の メカニズムと手 続 き」 とい うことに

な っている。

システ ムには,欠 かす こ とので きな い,い くつ か の要 素 が あ るが,そ の要

素を筆者な りに盤理す るとつ ぎの四つの票素になる。

① 特定の目的がある。

② 特定の目的達成のために,複 数の要素がある。

⑧ 複数 の要素が,特 定の 目的達成のため 一定の 方向にむか って 活動す

る。

④ 複数の要素を一定の方向にむかわせ るために一定の メカニズムが存在

する。

したがって,「 システム概念」について定義すれば,つ ぎのように要約で

OφS.LOptner,SystemsAnalysisforBusinessManagement,2nded.,1968。

p・3・(植 木 繁 訳 「経 営 の た め の シ ス テ ム分 析 入 門 」,p・17.)

⑯A.M.McDonough,LT.Garrett,ManagementSystems,1965・p・2.(今 居

謹 吾 訳 「経 営 シ ス テ ム の 設 計 」11頁.)
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き る。

「シ ス テ ム とは,特 定 の 目的 を 達 成す るた め に,複 数 の要 素 が,一 定 の方 向

に しか も一 定 の メ カニ ズ ムで活動 している状態 の ことであ る。」

ここで,シ ス テ ム の構成 要 素 を も う一 度 他 の言葉で言いかえてみ る ことに

しよ う。特定 の 目的は,ア ウ トプ ッ ト(output)に,一 一定 の 方 向 は,プ ロセ

ス(process)に,一 定 の メカ ニ ズ ムは,コ ン トロール(control)に 代 替 で き

る こ とに 気 が つ くの で あ る。そ して,こ れ ら四つ の構 成 要 素 か らな る システ

ムのネ ッ トワークの中で,不 可 欠 な 要 素 とな って い る のが,フ ィー ドバ ヅク

(feedback)で あ り,そ の関 連 は,次 図 の よ うに 示 され る。

一 定 の メ カ ニ ズ ム

(コ ン トローノレ)

↓

複数の要素 ＼ → 一定の方向
(イ・プ・ト)===コ(プ ・セ ス)

特 定 の 目 的

(アウ トプット)

(ブ イー ドバ ッ ク)

フ ィー ドバ ックの概 念は,シ ス テ ムが いか に して動 態的 均 衡 を維持す るか

につ いて理解す る上で重要 である。 フ ィー ドバ ックの過程 を通 じて,シ ス テ

ムは,そ れ が 調和 す るのに 役 立つ,そ の環 境 か らの情 報 を,継 続 的 に 受 け 入

れ る。 シ ス テ ムに は,適 合 の メカ ニ ズ ム と維 持 の メ カ ニズ ムの両方がなけれ

ば な らない。 維持のための諸力は,保 守 的 で あ り,さ まざ まのサ ブ シス テ ム

が 均 衡 しえないほ どの 急速な変化か ら システムを 予防す るとい う試 みであ

る。 これに対 して,適 合 の メ カニ ズ ムは,変 化 に応 じてそ な え るた めに 必 要
ロの

で ある。

この よ うな適合の メカニズムと 維持 の メカニズムの 両方をそなえるため

に,シ ス テ ムは フ ィー ドバ ック ・メカニズムと しての側 面が強調 され るので

あ る。す なわち,こ こで コソ トロール とシ ス テ ム概念 とが結びつけ られ て,

⑯EE.KastJE.Rosenzweig,OrganizationandManagement,1970.p.136.
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システ ムに コソ トロール ・メカニズムを組み込 む ことになって くる。

システムは,そ の環 境 との相 互 作 用 に お い て,ク ロー ズ ド ・シ ス テ ム ズ と

オ ー プソ ・システ ムとに分類 され る。 ク ローズ ド・システムズは,自 然 科 学

か ら引 用 され た概 念 で,す べ て の ク ロー ズ ド ・シ ス テ ムは,静 的 均衡 とエ ン

トロ ピー(entropy)へ とむ か う傾 向 を もつ ことを,そ の特徴 とす る。 しか

し,生 物 学 お よび社 会 学 に おけ る シ ステム概念 は,オ ー プソ ・シ ス テ ムで あ

る と ころに,そ の特 徴 が あ る ので あ り,組 織 は オ ー プン ・シ ス テ ム と して,
く　わ

次 の ように示 され るのである。

イ ン プ ツ ト 一 → 変換 システム 一 ア ウ トプ ツ ト

物 材/エ ネルギ ー/情 報 の フ ロー

伝統的 な組織理論は,高 度 に構 造 化 され た ク ロー ズ ドなシステ ムズ ・アプ

ローチを採 用 していたが,現 代 の組 織 理 論 は,オ ー プ ンな シス テ ムズ ・ア プ

ローチ と して展 開され るところにそ の特徴があ る。 本来 の意味で の有機体で

はない企業組織が システムと考 え られ るのは,そ の 内部 にみ られ る コン トロ

ール機 能が システム と しての性格 を もつか らと考 え られる。

コン トロールの 概 念は,シ ス テ ム ズ ・ア プ ロー子 の 最 も重要な 部分であ

る。実際 に,シ ス テ ムは,コ ソ トロール な しに 非常 に長 期 間存在 しえなか っ

たのである。 コン トロールの根底に ある最 も重要 な観念 は,フ ィー ドバ ック
(18)

である。

コン トロール とい う言葉は,企 業 の 重要 な諸 機 能 を論 ず る と き,し ば しば

使 われ る もので,今 日の マ ネ ジ メン トに おけ る最 も理論的問題であ る。 コン

トロール とい う言葉 は,数 多 くの違 った 意味 を も って い る。R・A・ ジ ョン

ソソ らは コソ トロール を 『計画に合致 した方向を示す システムの機能,あ る

(19)

いは許 され うる 範囲内における システム目的の 変化の持続』と 定義 してい

⑰EE.Kast,JE.Rosenzweig,ibid.,P.119.

⑱JoelE.Ross,op.cit.,p.96.

⑲RA・Johnson,F・E.Kast,J・E・Rosenzweig,op・cit・,p・72・(同 邦 訳80頁.)
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る。 一 方,N・ ウイナ ーは,『 受 け 手 の行 動 を効果 的 に 変化 させ る メ ヅセー

く　

ジを送 ること』 と定義 してい る。

コン トロール の過程は,(1)パ ー フ ォーマ ン ス に対 す る基準 の設定,② こ

れ らの基 準 に 対 す る パ ー フ ォーマンスの測定,(3)基 準 や計 画 か らの 逸 脱 の

修 正 とい う順序で展開 され るのであ り,計 画 に つ い て,戦 略 的 計 画,中 期 計

画,短 期 計 画 とい う レベ ルが あ る よ うに,コ ソ トロ ール に つ い て も,全 般 コ

ソ トロール,管 理 コソ トロール,業 務 コン トロール とい う レベ ルが存在す る

のであ る。情報 システムにおけ るフ ィー ドバ ック ・コン トロールの機能に よ

って,こ れ ら計 画(planning)と 統 制(controlling)に おけ る 各 レベ ル の機
　 ラ

能は,次 図のような関係枠において統合されるのである。

計画レベル 統制 レベル

情

報

シ

ス

テ

ム

↑
ー

再

循

環

ー

↓

一 騨 計画

■ 中期計画1一

一 → 全 般 コ ン トロー ル ←

一 陣 副 一

一

⇒ 管理・ント・一ルト ー

一 → 業 務 コ ン トロー ル 一

↑

再

循

環

↓

情

報

シ

ス

テ

ム

この ように,計 画 と統 制 の各 機 能 は,動 態的 に反 復 す る循 環 プ ロセ スの中

で,ぬ け 出せ な い ほ どに相 互 に連 絡 され てい るのであるが,こ れ らの マ ネ ジ

メソ トの諸機 能 に対す るシステムズ ・ア プローチにおいて,組 織 化(organiz-

ing)は,ど の よ うな 役割 をは た す ので あ ろ うか。 この回答 は,組 織 の 本 質

や 組 織 化 の プ ロセ スの 中に存在す る。J・E・ ロスは,こ れ に つ い て,次 の
くヨの

よ うに 説 明 して い る。

まず,組 織 は,明 らか に 媒 介 物(thevehicle)で あ り,そ れ を 通 じて,計

㈲NorbertWiener,TheHumanUseofHumanBeings,1950.p.124.(池 原

止 文 夫 訳 「人 間 機 械 論 」p・16.)

(2DJ・ERoss,op・cit・,p・86～p・90・ 参 照.

⑳J・E・Ross,ibid・Pgl～P92・ 参 照.
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画は達成 されなければな らないのである。そこで手段が計画に対 して与え ら

れなければな らないのであ り,組 織(人 々,構 造)は,計 画を行動に変換す

るための媒介物である。 ここで,計 画を実行 し,結 果 として生ずる統制を維

持す るための組織の能力は,計 画と統制のプロセスの中で,考 慮されなけれ

ばな らない。 同様に,コ ン トロールは,組 織を通 じて実行 されなければな ら

ないのである。組織化の統合的本質についての第二の論議は,経 営管理者が

計画と統制を容易にする組織構造を設計 しなければな らないことである。 と

い うのは,組 織における行動は,計 画レベル,意 思決定センター,精 密なコ

ン トロール 。ポイン トをめ ぐって行なわれるのであり,コ ミュニケーシ ョソ

はこれ らの諸要素をめ ぐって組織化 されるべきなのである。'要す るに,経 営

管理者は計画 と統制を容易にす るように組織化するのであ り,計 画,組 織,

統制 とい う マネジ メン トの 諦 機能は,情 報 シ ステ ムの はた す フ ィー ドバ ヅ

ク ・ コン トロ ー ル ・メ カ ニ ズ ム を 通 じて,次 図 の よ うな 関 係 枠 と して 捉 え ら

く　ラ

れ るのである。

プ ラ ソ ニ ン グ

(a)計画を達成 す る
ための組織,(b)マ

ネジメ ソ トの諸活
一→ 動 お よび パー フオ
ーマ ンスの全 般に

わ た って その結果

と してお こるコ ン
トロールの観 点か

iら開発された計画

一→

オ ーガナイ ジン グ

(a)組織は計画を行動
に変換す る。

(b)組織を通 じて実施
された コン ト
ロ ・一 ノレo

(c)組織は計画と統制
を容易にす る
ように設計され
ている。

一→

コ ン トロ ー リ ン グ

計画に対 す るパ ー
フォーマ ンスを測

定せ よ。組織
を通 じて逸脱

を修 正せ よ。
組織構造 をめ ぐっ
て確立 された コン
トロー ル ・システ
ムo

髄 肺 捌 龍 システム陣 修正嘲 一

目的へ
→

この よ うに,マ ネ ジ メン トの 機 能 で あ る 計 画,組 織,統 制 とい う 三 つ の

プ ロセ ス は,組 織 化 の 原 理 に シ ス テ ムズ ・ア プローチを適用す る ことに よっ

て,い わ ゆ る シ ステ ム化 に よっ て,統 合 的 な 関係 枠 と して捉 え られ るのであ

り,そ の全 体 的 ネ ッ トワー クに おけ る フ ィー・・ドバ ック ・メカニでムと して作

鱒J.E。Ross,ibid.,p.92.
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用 す る の がManagementInformationSystemsな の で あ る。 そ の 内 容 に つ

い て は,次 節 で と りあ げ る 。

IV

経営管理者は,人 間,機 械,資 金の各資源の無秩序な状態を,有 用な効果

的な企業に転換す るように要請 される。本質的にマネジメン トは,こ れ ら関

連なき資源が,そ れによって全体的な 目的達成のためのシステムに統合され

る過程である。経営管理者は,こ のシステムの 目的を達成す るために,人 間

な らびに物的資源 と取 り組むことによってこれを成就す る。彼は自ら運営に

あたるよりはむ しろ,他 の人びとの活動 と仕事を調整 し統合す82t'

ところで,企 業 は,伝 統 的 に は シ ス テ ム概 念 に 結 び つ くよ うに展 開された

ものではなかった のであ るか ら,シ ス テ ムに よるマ ネジ メソ トの枠組みに適

合す る よ うにす るためには,あ る組 織 上 の変 革 が 必要 とな る ことは 当然であ

ろ う。

システム概 念に よって 企業 を構造づけ ることは,計 画(planning),組 織

(organization),統 制(control)お よび コ ミュニ ケ ー シ ョソ(communica-

tion)の 基 本 的 諸機 能 の必 要 性 を排 除す るものではない。 しか しなが ら,そ

こで は,強 調 され るべ き一 つ の 明確 な 変化 が存在す る。 なぜ な らば,こ れ ら

の 機 能 は,シ ス テ ムの オペ レ ーシ ョソ と結 びついて達成 され る ものであ り,

別 々の存 在 とす る こ とは で きな いか らである。換言すれば,そ の いず れ もが

シ ス テ ム と そ の 目的 の周囲 を回 り,そ の 機 能 は,こ の 終着 点 に 至 る ため の

く　らラ

サ ー ビスと してのみ遂行 され るのであ る。

また,シ ス テ ム概 念 を適 用 す る こ とに よって,企 業組 織 は一 つ の統 合 され

た 全体 と して 把握 され るので あ り,そ こで は,ど の シス テ ム,サ ブ シス テ

ム,お よび補 助 シ ス テ ム もす べ てが オペ レーシ ョソに結びついている。 企業

㈱R・A.Johnson,F・E・Kast,J・ERosenzweig,op・cit・,P.121.(同 邦 訳134

頁.)

㈲RA.Johnson,F・EKast,J・E・Rosenzweig,ibid,,P.122.(同 邦 訳134頁 ～

135頁.)
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のマネジ メソ トは,企 業 を シ ス テ ムと して オペ レ ー トす ることに よって,企

業 問題 の多 くの もの を解 決 し,か つ そ の 効果 性 と能 率 化 とを改 善す ることが

できるのであ る。 この よ うな企業経営 システ ムと しての展 開は,す で に 前 節

で検 討 した よ うに,企 業 の マ ネ ジ メン トへ の シ ス テ ムズ ・アプ ローチで ある

ところに, ,き わ め て重 要 な特 徴 を もつ もの となるのであ る。

すでに 指摘 しておいた よ うに,現 代 の 組 織理 論 は,オ ー プン ・シス テ ム

ズ ・ア プ ローチである ところに,そ の特 徴 が あ る。 しか しなが ら,も しも企

業 組 織 を純 粋 の オ ープ ン ・システムと して とらえるな らば,そ の環 境 に つ い

ての あ らゆ る情 報 が完全でないか ぎ り,コ ン トロール ・シ ス テ ムの対 象 外 と

なって しま うのである。 した演 って,=オ ープ ン ・シス テ ム と して組織 を考察

す ることが,環 境 の変 化 に対 す る適応 性 を 高 め る点で,非 常 に 有 効 で あ る こ

とを 認識 しなが ら,現 実 に は,セ ミ ・オ ー プ ン ・シ ス テ ム と しての企業組織

を と らえ るための コン トロール ・システム しか,設 計 しえ な い ので あ る。

コン トロール ・システムは,修 正行 動 の迅 速性 と充 当性,コ ン トロール ・

プ ロセ ス の 最終 的 結果が,受 け 取 られ た 情報 の種 類 に 依 存 してい ることか

(26)

ら,情 報 シ ス テ ム と最 も よ く関 連 す る ものであ る。

た とえセ ミ ・オープン ・システムと しての企業組織であ ると して も,コ ン

トロール ・シ ス テ ムの統 制 可 能範 囲内で,最 もオ ー プ ン ・シス テ ムに 近 いシ

ス テ ムと して捉 えることの方が,未 来 の環 境 の変 化 に 適 応す る企業行動 を選

択す る とい う,戦 略 的計 画 に 有 効 で あ る こ とは 当然であろ う。 しか し,も う

一 方 で は ,コ ン トロール ・シス テ ムが 適切 に働 くためには,そ の コソ トロー

ル下 に あ る環 境 の 変化につい ての情報を完全に してお くことが,絶 対 条 件 と

な るので あ る。 いず れ に して も,情 報 シス テ ム の役 割 は,き わ め て重 要 な も

の とな るの で あ り,セ ミ ・オ ー プ ン ・シス テ ム と しての企業 におけるマネジ

メン トの フ ィー ドバ ック ・メヵニズム と してのManagementInformation

Systemsに 対 す る期 待 も大 きい もの が あ る と言え よ う。

以上の論議 を要約す る もの と して,J・E・ ロスの モデ ル を示 す こ とに よ

¢⑤J、E.Ross,oP。cit.,P.98。
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(27)

って,現 段 階 までに おけ る整理 を してみ る ことに しよ う。

一

コ ン ト ロ ー ル

○

-

666
マネ ジメ ン ト

(組織計画 と統制)

↓

一 →

イ ン プ ッ ト

マ ンパ ワー ・

フ ロー

マ ネ ー ・フ ロ ー

原 材 料 の フ ロ ー

機 械 設 備 の フ ロー

情 報 の フ ロ ー

→

プ ロ セ ツ サ

組 織

フ ォー マ ル ・

マ ネ ジ ャー

イ ン フ オ・一 マ ル ・
マ ネ ジメ ン ト

各 個 人 の 諸 機 能集

団 の 諸 技 術

一

ア ウ トプ ッ ト

目的,目 標,戦 略,

組織 目標(利 用者

の必要 と要 求に 応

じる)

フ イ ー ド ノミ ツ ク

マ ネ ジ メ ン ト ・イ ン フ ォ

メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム

一

→

このモデルは,そ の ア プ ロ ーチ が,(1)諸 資 源 の流 れ,② 現 代 組 織理 論,

(3)マ ネ ジ メン ト ・プ ロセ ス とマ ネ ジ メソ トの 諸機能,(4)マ ネ ジ メン トに つ

い て の種 々の 学派 の諸 技術(行 動 科 学 手 法,定 量 分 析手 法,意 思 決 定 手 法,

経 験 的 諸 ル ール),(5)管 理 情 報 シス テ ム(MIS)な どを包 含 す る も の と し

て展 開 され ているのであ り,情 報 シス テ ム の機 構 の中 に,マ ネ ジ メン ト機 能

が た くみ に組 み 込 まれ てい る ものであ る。

この よ うに,マ ネ ジ メン ト機 能 に 対 す る シ ステ ムズ ・ア プローチの 適用

は,情 報 シス テ ムに よる マ ネ ジ メン ト論 と して展 開 され るのであ り,そ こに

お け るMISの 役 割 は,今 後 ます ます 増大 す る もの と言 え よ う。 マネジ メン

トの諸機能に対す るシステムズ ・アプ ローチの影響 と しては,計 画機 能 は そ

の階 層 的 レベ ルに よって組織 を統 合 し,組 織 機 能 はそ の対 象 を構 造 か らプ ロ

御)J・E・Ross,ibid・,P-lol～103・
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セスへ と変革 し,統 制 機 能 は フ ィー ドバ ック ・メ カニズムを ます ます強 くそ

なえる ものに なって,そ れ ぞれ の機 能 は 全体 と して統 合 され る もの となるだ

ろ う。

す なわ ち,計 画 機能 は,① 目標,目 的,方 針 を確 立す るた め の マ ス タ ー ・

プ ラン,(2)プ ロジ ェク トお よび補 助 シス テ ムのための資源配分計画,⑧ 各

プ ロジ ェク ト.・シ ス テ ムに対 す る オペ レー シ ョン計 画 とい う各 レベルでの計

画 と実際 のオペ レーシ ョンとのあいだの相互関連的 フ ィー ドバ ックに よる組

織の統合 を もた らすのであ る6組 織 機 能 は,全 体 的 目標 達 成 のた め に あ らゆ

る活 動 を統合す ると ころの トータル システムと,ま たそ の全 活 動 を具 体 的 に

支 えて い るサ ブシステムとの,相 互 依 存 性 を と らえて計 画機 能 との連 結を も

た らすのであ る。統制機能は,フ ィー ドバ ック ・コソ トロール ・メカニズム

に よって,マ ネ ジ メン トの諸 機 能 を統 合す る役割 もはたす のである。

か く して,情 報 シ ス テ ム とマ ネ ジ メン トについ ての以上 の検討か ら,情 報'

シ ス テ ム の機構 の 中 に マ ネ ジ メン ト機 能を組み込むための概念的枠組みは考

察 されたのであるが,そ の具 体 的MIS研 究 に つ い ては,よ り詳 細 な 検 討

を今 後 も 継続 す る ことに よって,そ の実 証 を め ざす こ とに した い。 本稿で

は,筆 者 の今 まで のMIS研 究に つ い て の 再 検 討 を 意 図す る 面 もあ った の

であるが,そ れ らに つ い て も今 後 の課題 とす る。

(47,9.6.)




